
 

作成番号：0229 

======================================================== 

 一般社団法人 日本侵襲医療安全推進啓発協議会 「会員向けメールマガジン」 

======================================================== 

号数：2024-229 

********************************************************************** 

内容：禁煙に成功すると心房細動のリスクは速やかに低下する 

出典：Smoking Cessation and Incident Atrial Fibrillation in a Longitudinal Cohort. 
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心房細動は不整脈の一種で、心臓の心房と呼ばれる部分が不規則に拍動する病気で、動悸や

めまいなどを生じることがある。更に、心臓の中に血液の塊（血栓）が形成され、その血栓が脳動脈

に飛んで脳梗塞が起こすことが大問題である。喫煙は心房細動のリスク因子だが、禁煙がそのリス

クに影響するか否かを、米カリフォルニア大学サンフランシスコ校（UCSF）の研究者らが調べ、その

詳細は「JACC: Clinical Electrophysiology」に 9 月 11 日掲載された。 

英国の大規模疫学研究「UK バイオバンク」に参加している現喫煙者や元喫煙者、146,772 人（平

均年齢 57.3±7.9歳、女性 48.3％）のデータが用いられた。このうち 105,429人（71.8％）は元喫煙

者、3,966 人（2.7％）は研究期間中に禁煙した人で、37,377 人（25.5％）は喫煙を続けていた。平

均12.7±2.0年の追跡で、11,214人（7.6％）が心房細動を発症した。心房細動の発症リスクを比較

すると、現喫煙者を基準として元喫煙者ではリスクが 13％低く（ハザード比〔HR〕0.87〔95％信頼区

間 0.83～0.91〕）、研究期間中に禁煙した人では 18％低かった（HR0.82〔同 0.70～0.95〕）。 

現在喫煙している人や長年喫煙してきた人でも、禁煙によって心房細動のリスクを下げられるの

である。 
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